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■ クラブフォーラム
渡 邉 岳 仁 広報情報委員長
　今年度クラブ広報情報委員会活動として、年度内に何度か炉辺会談を開催できるように企画を考え、ロータリー
　やクラブ運営の情報の共有確認をしたいと考えています。
　今日の例会は、遠藤会長が年度のクラブスローガンに掲げた、「感謝と誇り・胸躍る未来へ」の理念を受けとめて、
　会員がどのように理解し考えているのか、我がクラブの誇れる奉仕活動を皆で披露しあってみたいと思います。
　クラブメンバーが話し合うことで、知らないことを知る良い機会になり、知ることによって誇りを享受できる
　と期待しています。

渡邉岳人委員長
　クラブの伝統的奉仕活動として継承されている、二つの大きな事業があります。一つは姉妹クラブ交流事業を
　統括する国際奉仕委員会活動であり、もう一つはクラブ内の奉仕活動を丹念に継承してきた親睦活動委員会事
　業であります。国際奉仕関係では二つの姉妹クラブとの交換事業があり、目下来葉している高雄北区 RC との
　子弟交流と書画交流や WCS 事業があります。脈々と継承していることに思いを馳せると、歴代の皆さんに感
　謝の念が起きます。あわせてクラブの誇りを感じます。会長として遠藤さんはどのようなお考えをもっていま
　すか？

遠藤　平会長
　素晴らしい千葉西クラブでの、様々な奉仕活動を継承して頂いた先達の活躍に感謝をしているし、当然クラブ
　を預かる身としての誇りを大きく感じています。

渡邉岳人委員長
　このクラブの誇りは当然他クラブに対しての認識であると思いますが遠藤会長はどのように受け止めています
　か？

遠藤　平会長
　当然他クラブに誇れる奉仕活動と受けとめています。

渡邉岳人委員長
　前野幹事さんは会長をサポートする立場になって、様々な体験をしていますが、クラブ奉仕活動の感謝と誇り
　を感じた経験はありますか？

前野拓郎幹事
　まだまだ経験が少ないのですが、幹事の立場になって他クラブの幹事さんとの交流する中で、改めて千葉西ク
　ラブの素晴らしさを知り、クラブの先輩に感謝をしています。当然のこと、大きな誇りを感じています。以前
　子弟交流活動で、来葉子弟のホストをした経験があります。他人のお子さんを預かることの大きな責任感が負
　担でありましたが、今になっては誇りとして受け止めています。活動に参加することで一層クラブを良く理解
　できる体験をすることができ感謝しています。

渡邉岳人委員長
　野口正夫直前会長さんは前年度の経験を踏まえて誇りを感じていますか？

野口正夫会員
　クラブ会長として他クラブを訪問する機会が多くありました。そのたびに感じたことが多々ありました。他ク
　ラブに比べても、際立った活発な例会を感じることができました。そのクラブエネルギーがロータリー財団の
　寄付等に繋がり、他クラブから高い評価を頂くことができ、対外的な高い評価に結びついている気がします。

渡邉岳人委員長
　野口さんが発表した通り、千葉西クラブの優れたところは、他クラブの例会に参加して知り理解できることが
　多くあります。他クラブへメークアップすることから、自クラブを見つめ直す良い機会ができます。
　今野会員はどのような経験とお考えをお持ちですか？

今野文明会員
　今まで多くのクラブ奉仕活動に参加してきましたし、幹事として運営に携わった経験もあります。他クラブ訪
　問の経験からは、我がクラブの素晴らしい活動内容を良く認識し誇っています。
　親睦活動委員会が担当する家族例会は、毎年満員の参加者があり、一人一人の会員は家族に感謝をする必要が
　ありますし、できれば全会員がご家族連れの参加ができるように願っています。併せて国際奉仕活動にも積極
　的な参加を期待し、併せてご家族に対しても、一層の感謝の念をもって欲しいと思います。

渡邉岳人委員長
　今日は例会の中での限られた時間で情報交流でしたが、お陰様で 4 名の方と意見交流することができました。
　今年度の広報情報委員会活動は、会員と話し合いながら、様ざまな情報の交流をして、更なるクラブ活性に役
　立つ委員会をイメージしています。
　その為にも、お互いに切磋琢磨して自己研鑽ができ、恩恵としてメリットを受けられる広報情報委員会にした
　いと考えています。併せて、いつでも感謝と誇りを感じ取れるクラブライフにむけて、何らかのヒントやお手
　伝いができることを考えていこうと思います。クラブ広報情報委員会活動に、ご理解とご協力をお願い致します。
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